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泰山高しと言えども、天の下の山 

 

【宿題テスト度数分布】  

  宿題テストの全体の結果です。｢宿題をやったかやらなかったか」が点数に如実に表れて
います。一人でどれだけやれるかは、とても大切なことです。「誰かがいればできる」は、

できるうちに入りません。  

 学年集会で、那須先生から「定期テスト全教科７０点以上、難関大学を目指す人は９０

点以上」を目標にするように話をしました。また、「学習時間の週平均（一日）１８０分

以上、平日２時間以上」ということもありました。出来ていますか？  宿題テスト・定期

テストを侮るなかれ。学問に王道なし、です。  
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【学年集会（４／９）の主任挨拶】  

①泰山高しと言えども、天の下の山／登り登れば、登れぬことはない／人は登りもせず、

山ばかり高しと言う。 (韓国の詩調より）  

 皆さんは自分の可能性を過小評価していないだろうか？  あるいは努力を放棄していな

いだろうか？  できないと思った瞬間に、出来なくなる。勉強でも何でも、高い志を持っ

てチャレンジして欲しい。  

 

②思い出話を二つ。私は郡部の高校の卒業生だが、高校２年の秋、囲碁部の県大会でのこ

と。その時対戦した相手が、大変失礼な態度で碁を打った。彼は岡山市内の普通科高校の

生徒だった。学校名とその態度を見て、「田舎者だと考えてバカにしている」と感じた私

は、猛烈に闘争心を燃やして戦い、そして勝った。  

 しかし、今思えば、彼は別にバカにしていたわけではなかったのかも知れない。単に姿

勢が悪いだけの人だったのかも知れない。けれども、私はバカにされていると思い、闘争

心を燃やした。相手が岡山の学校ではなく、郡部の学校だったら、自分はどうしただろう

と思う。自分が岡山市内の高校の生徒だったらどうだったろうか。  

 それぞれの人生には、自分ではどうしようもないことが色々ある。何より、過去は変え

られない。その「変えられないこと」に関連して、優越感を持ったり劣等感を持ったりす

るのは、自分自身である。自分の家庭事情や出身校や今ある立場を、プラスにするかマイ

ナスにするかは、自分の責任である。逃げられない事実からは逃げてはいけない。覚悟を

決めて生きるのが大人である。  

 

③大学時代の話。専攻が日本史学なので、必履修科目に古文書講読という授業があった。

大学の３年か４年の時に、２泊３日で郡部の町の古文書調査のお手伝いに行った。アルバ

イト代は、専門知識が必要である分、普通に働いた場合より相当良かった。  

 現地に着いて、たくさんの古文書を与えられ、「カードに要約を書いて下さい」と言わ

れ、古文書を読み始めて青くなった。文字は読めるし、部分、部分の意味も分かるのだが、

20 09年度   ２学年   春季宿題テスト

国　語 数学共通 数Ⅱ発展 数Ⅱ標準 英語発展 英語標準 物　理 化　学 生　物 理科３物理 理科３生物

100 1 1 4 2
99  ～   9 0 1 8 8 1 3 1 7 3 24 1 3
89  ～   8 0 8 18 9 1 1 2 1 2 12 35 2 2
79  ～   7 0 9 36 8 1 1 3 3 1 1 12 42 2
69  ～   6 0 22 53 8 1 1 3 10 9 10 25
59  ～   5 0 43 49 14 7 1 8 24 9 15 26
49  ～   4 0 45 57 20 8 2 2 30 1 1 24 13
39  ～   3 0 65 30 10 14 2 1 28 9 29 2
29  ～   2 0 52 19 17 23 2 1 33 1 0 25 2
19  ～   1 0 25 6 16 46 7 15 7 19 1
9  ～    0 7 1 12 55 3 2 6

平  均  点 40 55 43 .6 18 .3 48 .8 38 .6 5 5 4 2 .9 71 .9 9 2 .8 85 .6
最高得点 90 100 95 90 9 5 90 10 0 99 100 100 9 7
満　　点 100 100 1 00 100 10 0 100 10 0 100 100 100 10 0



全体として何を言っているのか、うまく読み取れない。これでは要約できない。実は、そ

れまでやった古文書の調査やバイトは文字が読めさえすれば何とかなるもので、要約しろ

と言われたのは初めてだった。  

 周りを見渡すと、大人の人たちは自分の作業に没頭している。今更「教えてください。」

と言える雰囲気ではない。学生が私以外に３名おり、他大学の学生もいたが、みんな手が

止まっている。実際の文書を読み慣れていない学生には、かなり難しい文書だったのだ。

しかし、泣き言を言っておられる状況ではなかった。ちゃんと仕事をせずにバイト代をも

らうわけにはいかない。必死で読み解いた。随分苦労したが、、３日間文書と格闘したの

はよい経験だった。その後、古文書の読解力がぐんと伸びたことは言うまでもない。  

 なお、この話を勘違いをしてはいけない。難しいことをやれば何でも良いと言うことで

はない。ある程度基礎を身につけた上で、手が届かないと思われるレベルのことにチャレ

ンジするから意味がある。  

 

④学年主任として、いろいろな人と話がしたいと思っているのだが、なかなかチャンスが

ない。そこで、今年は意図的に面談をします。去年、私と色々話す機会があった人は、一

応話をしたことにして、それ以外の人と面談をします。順次呼びますので、気長に待って

いて下さい。  

 

【修学旅行のキャンセル料】  

  ２ヶ月ほど先に近づいてきました。予定通り全員で参加して頂きたいのですが、やむを
得ず不参加となった場合は、次の通りキャンセル料が発生致しますので、御承知下さい。  

○東京方面（旅費 7 5 ,0 0 0円の場合）   

 

 

 

 

 

 

○韓国方面 (旅費 100 ,000円の場合）  

     ～ 5 / 2 6(火 ) 
 5 /2 7(水 )～ 6 /  8(月 ) 
  6 /  9(火 )～ 6 /1 4(日 ) 
 6 /1 5(月、前日 ) 
  6 /1 6(火、当日 ) 
 旅行開始後  

 3 , 0 0 0円  
1 8 , 0 0 0円  
2 5 , 5 0 0円  
3 3 , 0 0 0円  
4 0 , 5 0 0円  
 全額  

     ～ 5 / 16(土 ) 
5 /17(日 )～ 6 /13(土 ) 
   
6 /14(日 )～ 6 /16(火 ) 
  

旅行開始後  

 無料  

20 ,000円    
 

50 ,000円    
 

 全額       
                                

 

【大規模改修工事の延長について】  

 ２号館の耐震性向上のための大規模改修工事が、平成 21 年度に予定されていることを昨
年度９月の保護者説明会でお伝えしました。しかし、御承知のような県の財政状況のため、

2 2 年度に延期になりましたので、お知らせ致します。  
 

【５月の日程】  

 ５月１１日（月）体育部リーダー講習会 (該当者）  

  ５月１２日（火）生徒総会（ＬＨＲ）  
  ５月１４日（木）第１回学力テスト（～１９日 <火 >）   
  ５月１５日（金）ＰＴＡ総会  総会終了後、クラス懇談  
                    学年全体会はありません。後日、正式に御案内を配布します。  
 ５月２２日（金）春季球技大会  

 ５月２３日（土）土曜活用 (午前中 ) 

  ５月２５日（月）教育実習（～６／５、または６／１２）  
 

 

※「学年通信」についての御意見・御感想は岡田泰全までお願いします。  

  ℡ (086)272-1241(学校 ) e-mail： yasumasa_okada＠ pref.okayama.jp まで、どうぞ。  


